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今日の実験詩
ーオイゲン・ゴムリンガーとコンクレート・ボエジー――-
上 村 弘 雄
ここにとりあげるコンクレート・ボエジーとは， 1950年代の初めにスイ
スとプラジルでほぽ同時に起り，その後先進文明諸国の間に急速にひろま
った実験文学を指す．この名称はスイスの詩人オイゲン・ゴムリンガーが
マックス・ビル，グレーザー，ローゼらのコンクレート・アート (Konkrete
Malerei)に触発されて， 1955年にプラジルの詩人デシオ・ビニャタリと合
意の上，文学の世界に導入したものである.1 
これより先1953年にゴムリンガーはディーター・ロートやマルセル・ヴ
ィスらと協力して文学・彫刻・グラフィク・建築・工業デザインの綜合誌
spiraleを創刊し，他方新文学を標榜する詩集 konstellationenを江湖に問
うていた． とりわけ konstellationenが投じた波紋は本人のゴムリンガー
も少からず驚くほど大きく，この年を境にコンクレート・ポエジーは20世
紀の前衛芸術・文学の伝統を踏まえて急速に進展し． これに関するマニ
フェストも相次いで公表されるようになった． ゴムリンガー自身も詩集
konstellationenを上梓した翌年に最初のマニフェスト vomvers zur kon-
stellation (1954) を発表し，その後今日にいたるまでこの種のものを折に
ふれて起草し，この分野で理論家としても揺ぎない地歩を占めるにいたっ
た．
大まかにいってコンクレート・ポエジーには二つの大きな特徴がある．
一つは Sehtext(視覚に訴えるテキスト）として，他の一つは Hortext償！
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覚に訴えるテキスト）として展開される様相である．しかしどの文学運動も
そうであるように，コンクレート・ポエジーもその成立以来20年の間に大
きな変貌をとげた．それは詩人ヘルムート・マーダーが1967年のこの派の
朗読会に出席して「コンクレート・ポエジーは近年決定的な進展をみせ
た． その方法はますます細分化している」2 と報告した記事にも明らかで
あるし， フランスのこの派の代表者ヒ°エール・ガルニエが「空間主義」
(spatialism) という概念を新たにとりいれて， これに包摂される 6つの
バターンの一つにコンクレート・ポエジーを位置づけている例をみても明
らかであろう3 ドイツのシュトウットガルト派もコンクレート・ポエジ
ーの概念を不十分とみて，「今日のポエジー」，「新しい詩」，「実験詩」の用
語でしばしば置き換えているほどである.4 しかし今日コンクレート・ポ
エジーがどのように多様な様相を呈しているにせよ，またこれを広義に解
釈するかあるいは狭義に捉えるかのどちらにせよ，当初に定立した次のテ
ーゼは共通の出発点として今日もなお継承されていることは疑を容れな
•い．それは「コンクレート・ポエジーは作品そのものの構造を伝達する．
構造即内容の伝達である．コンクレート・ボエジーは作品そのものにオプ
ジェがあり，作品そのものによるオプジェである．．．その素材はことば（音
響，視覚形態，意味）だ」5という点である．そこでこの小論ではこの文学運
動の一つの原点を探る意味でオイゲン・ゴムリンガーをとりあげ，紹介も
兼ねてコンクレート・ポエジーの幾つかの問題点や特徴について触れてみ
ることにする．
X X X 
ゴムリンガーは『日用品としての詩』 (1960)の中でコンクレート・ポエ
ジーを次のように定義している． 「コンクレート・ポエジーは今日多数の
詩的・言語実験の上位概念である．それは．．．素材 (Material)とその構造
を意識的に観察することを特徴とする．素材とは，われわれが詩作の際に
用いるあらゆる記号の総数と理解する．」6 しかしゴムリンガーが最初のマ
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ニフェストを発表した当時コンクレート・ポエジーの概念は彼の脳裡にま
．．． 
だ具体化していなかった．それは彼がマニフェストの副題を『新文学の目
的と形式』（傍点筆者）とした点にも明らかにうかがえる． ゴムリンガーは
当初， 詩集やマニフェストの標題に用いた Konstellation(配置）の概念
で自己の新文学を定義づけようとしたのである．マニフェストの標題vom
vers zur konstellationは，その意味で，ゴムリンガーの新文学の構想を
みごとに要約した表現といえるだろう. Konstellationとはラテン語の
stella (星）に由来し今日では第一義として星座， 転じて点々と散らばっ・
たもの，配置，状態を意味する．これに対して Versは畝と畝の間の溝を
意味するラテン語の versusに由来し，現在では詩句，詩行，詩の意味に
用いられることばである．従って『Versから Konstellationへ』とは，
詩行から構成される在来の詩が，星座のように語あるいは語群を配置する
詩へ転換したことを意味する．つまり詩の様式が線的配列から面的配置へ
変質したことを特徴づけているのである．
しかし文学史的にみれば Konstellationの概念はゴムリンガーの独創に
なるものでは決してなかった． 彼はそれをマラルメから借用したのであ
る．ゴムリンガーがマニフェストの冒頭に引いたマラルメの詩旬「おそら
く一つの配置 (constellation)を除いてはなにも起らぬだろう」からもそれ
は明らかであるし，またとくにマラルメの最後の作となった『骰子一榔』
(Un coup de必 1897)7(付録1)のあの型破りな作風にゴムリンガーの
Konstellation構想の母胎があったとみられる．この作品の破格さは，そ
の原稿を初めてマラルメから示されたヴァレリーのあの驚きの表現にあり
ありとうかがえる． 「自作『骰子一榔』を甚だ平版に読み終ったマラルメ
は，遂にその字配りを私に示しました．私には一つの思想の外貌がはじめ
てわれわれの空間内に置かれたのを見る気がしました．．．まことやここに
は，広がりが語り，夢み，現実的形態を生んでいました．期待とか疑惑と
．．． 
か注意の集中とかが可視物となっていました．私の視覚はいわば実体化し
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た数々の沈黙に相対しているのでした．私は評価を絶した数瞬間を心ゆく
ままに眺めました．一つの思想が驚愕し，輝き，死滅する一秒間の何分の
ー，心理的幾世紀と無限の結果とをはらむ時の原子，—それらのものが，
感覚化されたそれ自身の虚無に取りまかれて遂に実体のごとく現出してい
ます．それは目のための囁きであり，ほのめかしであり，雷鳴でした．思
考の究極まで，日＜言い難い破壊点までページからページヘと運ばれた大
きな精神の嵐でした．そこには怪異が起っていました．そこには紙片その
ものの上に，最後の星辰の不思議な燦めきが，意識の隙き間に限りもなく
清く顛えており，しかもその同じ虚空には，一種の新しい物質のように，
． 
堆くまた細長く，また系列的に配置されて“言葉”が共存していたのです. . .. . . . . . 
〔中略〕私は思いました．一＿彼は試みたのだ，一つの紙面を遂に星空の. . .. . . . . . . . 
次元にまで高めることを」8 マラルメの意図はアンドレ・ジッド宛の手紙
の一節にもあるように，「ページの組み方」9 に効果のすべてを託す新様式
の実現にあった．そのために彼は大小の活字を用い，それによって詩のリ
ズムを視覚化しようと試みたのである．その際マラルメが従来の versの
概念によらず constellationの概念をとり入れて語の配置をきめたことが，
この桁はずれな作品の近代詩の歴史で占めるもっとも大きな意義があった
． 
といえる．ヴァレリーはこの特質を「彼は面的読法を導き入れ，これを線
的読法に繋ぎ合わせ」10 たと理解した．しかしページという空間のみに着
目すれば，これは線的配列の面的配置への転換と云い換えた方がこの作品
の本質をより正確に表現したことになるだろう．いずれにせよゴムリンガ
ーに大きな影響を及ぽしたマラルメの constellationとはおよそ以上のよ
うな内容と性格のものであった．
ただこのような影響関係にも拘わらず両者のKonstellationには根本的
に異なるところがある．マラルメの『骰子一榔」は確かにヴァレリーが指
摘するように面的読法を線的読法に結びつけるという非凡な着想をもって
いたが，この面的読法はまだ伝統的な統辞論の規約を踏みはずしてはいな
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かった．しかしゴムリンガーは今日の他の実験詩人と同じように，この統
辞論を必ずしも絶対的なものとみなさず，むしろ進んでその埒外に立とう
とする．云い換えれば個々の詩にそれ自身の固有の法則性を付与し，それ
に基づいて詩の構築をはかろうとするのである．従ってこのような詩にお
いては個々のことばは，印欧語の統辞論の型である主語一動詞一目的語の
結合関係から自由になり，それ自身の固有の存在と構造を主張し始める．
このような志向は原理的に二つの要素から成ると考えられる．一つは既存
のあらゆる規範的カテゴリーの否定で，他の一つはポエジーにおける Au-
tonomieの確立である． そしてこのように要約してしまうと， われわれ
はこの二つの志向が同時に現代詩100年の歴史を貫く基本的志向であった
ことに気がつく．それはボエジーのみに限らず，絶えずそれに大きな作用
を及ぼし続けてきた近代以後今日までの芸術を貫く特質でもあった．だか
らその意味ではゴムリンガーやコンクレート・ポエジーの他の推進者たち
は，このような文学・芸術革命の伝統を継承し，さらにそれを一歩推し進
めたと理解することができる．もしそうであるなら彼らがどのようにそれ
を推し進めたかが問われねばならなくなる． そこで次にゴムリンガーの
konstellation暉から幾つか例を挙げて具体的にそれらの特徴を指摘してみ
ることにする．
例 1
例 2
ping pong 
ping pong ping 
pong ping pong 
ping pong 
V V 
t e 
n n n 
e t e t 
V V 
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例3
g゜o 
b゜o 
blow 
blow blow 
blow blow blow 
blow blow 
blow 
bo 
s゜o 
grow show 
grow grow show show 
grow grow grow o show show show 
grow grow show show 
grow 
go 
show 
so 
l゜o 
flow 
flow flow 
flow flow flow 
flow flow 
flow 
lo 
゜
例4
silencio silencio sirencio 
silencio silencio silencio 
silencio s1lenc10 
silencio silencio silencio 
silencio silencio silencio 
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゜
例5
du blau 
di:J blau 
du rot 
du gelb 
du schwarz 
du weiss 
du 
例1は説明するまでもなく，卓球の球の動きを視覚的に構成したもので
ある．もともと pingpongの語は白球の弾む音を擬したオノマトペであ
る． だからここでは二つのラケットが交互に打ち合う軽快な球の音が
ping pongという音声に乗って連続的に聴き手あるいは読み手の耳に署
＜．その限りではこのテキストは Hortextの特性も同時に帯びている．
ゴムリンガーは交互にくり返される打球の音を先ず聴覚的に捉え，次にそ
れを視覚化したと理解することができる．なお小文字の使用，旬読点の省
略，要素への分解 (pingとpongの分離） は各テキストに共通の特徴であ
る．
例2は素材としてフランス語のvent(風）を扱っている．例 1と同様に
作者はテキストにいかなる説明も加えようとしない．ただ ventを構成す
る4個のアルファベットの組合せと配置により，不可視的な風が可視的に
捉えられているだけである．このアルファベットの配列は 2組の斜行する
平行直線が交錯する形で処理されている．ーと組は「左下から斜め右上」
と「右上から斜め左下」， 他のーと組は「左上から斜め右下」と「右下か
ら斜め左上」である．ゴムリンガーは回想記『コンクレート・ポエジーの
初期」の中で，左から右へ読む習慣を覆えす可能性に想到したことが「お
そらくコンクレート・ポエジーで自分がなしえたもっとも重要な寄与だと
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思う」11と述べている. ventのテキストはその意味で一つの好例といえ
るだろう．もっともこの種の配列はゴムリンガー以前にも，たとえばダダ
の詩人や， Calligrammesのアボリネール（付録2), あるいはカミングズ
らにすでに同じような試みがみられる．ただゴムリンガーの特異さは統辞
論や文法のカテゴリー外で一つのこばを注視し，それを処理していったと
ころにある．
例3は一見絵文字を想起させる．使用された素材は英語の 4つの単語
flow, grow, show, blowで．各語がそれぞれ集合して相似の幾何学的図
形を構成している． これらはそれぞれの接点0を中心に点対称に配置さ
れ，全体としては中央の 0を原点とする左右相似形をなしている．この場
合各語に共通の構成要素である OWが，形態的にも音素の上でもテキスト
に一つのリズムを与え，さらにその一つの0が各図形の接点として配置さ
れているところに，このテキストの構成上の配慮がうかがわれる．このテ. . . 
キストに，使用された 4つの単語以上の意味を求めてもほとんど無意味で
あろう. 3つの運動 (flow,grow, blow)と一つの行為 (show)を各語の構
造と特性をいかして幾何学的に構成したところにこのテキストの生命があ
る．
例4は沈黙を視覚的に構成したテキストである．スペイン語の silencio
が14個，長方形状に配列され，中央にー語分の空白を設けて，沈黙を視覚
的に効果あらしめている．ただこのテキストは欠語の個所で Pauseをお
いて読めば，聴覚的にも沈黙の意味が強調され Hortextにも属すること
になる．ー語のくり返しの点では例 1, 2と同じであるが，長方形の面構
成をとりいれている点で前 3例と異なるといえよう．
例5は伝統的な詩形式にもっとも近い．おそらくこのテキストは愛をテ
ーマにしたものだろう．呼び掛けの duと衣裳の色を暗示する形容詞が結
びついているだけである. 5種の形容詞はおそらくめぐり会いの回数を暗
示したものだろう．最後の duが強い響を残してこのテキストを締め括っ
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ている．このテキストはパントマイムの詩人といわれたアウグスト・シュ
トラムの詩を想起させる．シュトラムにおいても伝統的な Versの概念は
すでに崩れつつあり，また詩の構成要素であることばも統辞論や文法の規
約から離れて自立しようとする傾向にあった．それはゴムリンガーの「こ
とばをいかなる様式にも従属せしめない」12 ということばの絶対的性格の
保持と一脈通ずるものがあった．ヘーゼルハウスはそのようなシュトラム
の詩を「具体的な対象が形式（リズム，音声，表情）に完全に置換される」18
点でコンクレート・ボエジー (KonkreteDichtung)と呼んだが，原理的に
は同じでもこれを今日のコンクレート・ポエジーと同一視することはでき
ない．ゴムリンガーの例で比較すれば，今日の方が語と語が蓬かに純粋な
形で関係し，配置されているからである．
以上例示したテキストからわれわれはゴムリンガーの，そしてコンクレ
ート・ポエジーの志向する地平をどのように理解したらよいのだろうか．
これに答えるにはゴムリンガーのあの最初の定義に今一度立ち戻らねばな
らないだろう． ゴムリンガーはそこでコンクレート・ポエジーとは素材
(Material) とその構造への意識的観察を特徴とすると述ぺている． これ
は意味素“よりも音素や形態素を上位におく物質存在としてのことばの定
立とみることができる．つまり詩的言語が個人の思想・感情の担い手とし
てはもはや機能しなくなったということである．ゴムリンガーの表現を借
用すれば「世界観の論証や詩の背後に潜む表現意思はもはやわれわれの関
知するところでなく，時代に即応するものでもない」15ということになる．
そしてゴムリンガー自身はことばを次のように理解するのである． 「こと
ば (Wort)は一つの量だ．それは存在だーーよしんば声に出しても文字に
書かれても．ことばはそれだけでは良くも悪くもない．真実でも誤謬でも
ない．それは音声，文字から成り，そのおのおのが個性的で卓抜な表現を
もっている．ことばには素材としての美と記号としての特異さがある．こ
とばは他のことばとある結合関係に入るとその絶対的性格を失ってしま
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ぅ． われわれは詩の中ではこれを避けるつもりだ．．．しかし他のことばに
結びつけるときでも，われわれはことばにその個性は残しておきたいと思
ぅ． だから他のことばに配置 (Konstellation) の仕方でことばを接合する
のである．」16
ゴムリンガーの言語観とそれから生ずる Konstellationの構想はこれに
よっても明らかである．その根底には一定の量をもつ物質存在としてのこ
とばがある.17 しかしそれは特定の音声と特定の文字をもっている点で，
単なる石塊や木片のような物質とは質を異にしている．ゴムリンガーがコ
ンクレート・ボエジーの概念規定で素材とその構造への意識的観察とした
のは，素材としての個々のことばが形態的にも音声的にも固有の特性と構
造をもっているからにほかならない．従ってKonstellationといっても決
して任意の配置ではなく，ことばの質料的構造を十分に考察した上での配
置ということになる．とすれば， Konstellationには作者の独創的な着想
に加えて，きわめて高度な知的作業が要求されることになる．『骰子一撼』
を産み出したマラルメの場合もすでにそうであったことを，われわれはヴ
ァレリーの次の一文から知ることができる． 「彼の発見の一切は数年がか
りで続けられた言語と書物と音楽との分析から導き出されたものであり，
． 
視覚的単位である紙面の考察に基づくものなのです．彼は黒白配合の効
果，各種字体の強度の比較を極めて入念に（ポスターや新聞の上ですら） 研
究しました．」18 この種の知的作業，そしてそこから生ずる作品の主知的傾
向はこれまた現代詩に共通する特色である．ゴ｀ムリンガーは『詩の技法』
の中でこのような知的作業を「詩における Formalismus」19と名づけた．
しかしこれは通常の意味での形式主義ではなく，作詩の技法という概念で
置き換えうるものである． つまり詩の方法と技術の重視ということであ
る．ゴムリンガーがとった方法は先掲の諸例からもすでにわかるように，
たとえば組合せ，連続，反復，反転，分解などで， これらが Konstella-
tionの構想のもとにページという空間で構成され処理される． その上特
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徴的なのはこれが極度に制限された少数の語，場合によってはー語によっ
て試みられることである．ゴムリンガーはマラルメのように，あるいはカ
ミングズのように，活字の大小による字配りは余り問題にしない．ほぽー
貫して，均一の太さの一定級数のフーツラ書体を用いて構成していく．こ
のようにして出来上ったテキストはなによりも先ず単純化された形式にそ
の特徴をもつ．従ってまた視覚的理解をきわめて容易にさせるという利点
をも併せもっ．ではゴムリンガーをこのように単純化した Konstellation
形式に駆り立てたものは一体なんであったか．それはゴムリンガーの現代
社会における文学のあり方と，それに密接な関わりをもつ情報と通信に関
する考察からくる．
現代のように高度に文明化した社会では一般に迅速な通信と迅速な理解
が要求される．これを実現するには聴覚あるいは視覚に直接訴え印象づけ
る方法がもっとも有効である．言語の通信ではこの条件をみたす手段とし
て音声と文字が種々の形でフルに活用される．このいずれかあるいは両者
の併用によって構成されるのが情報と呼ばれるもので，これを早く理解で
きるように通信路にのせるには，情報が簡単な形式を具備していなければ
ならない．
他方「美的状態」を存立条件とする芸術作品は，それが意識によって作
り出された「記号過程」の所産である限り，単なる情報である以上に「美
的情報」として特色づけることができる• 20 ポエジーもまた芸術作品の一
つである以上この美的情報の範疇に属することはいうまでもない．だから
この美的情報をもっとも早く，もっとも有効に伝達するためにゴムリンガ
ーはKonstellationの構想のもとに単純化への道を選んだのである．ゴム
リンガーのことばを借用すれば「すぐれた言語通信の原理は相似的思考構
造．．と相似的物質（記号）構造である」21からということになろう．
素材としてのことばとその構造への配慮が物質存在としてのことばの定
立を前提とすることは先に触れたが，情報と通信のメカニズムの中でコン
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クレート・ポエジーの形式を必然化する裏には， 言語の記号化（場合によ
っては信号化）への志向が強く働いていることも読みとらねばならないだ
ろう．そして言語のこのような記号化は今日情報理論をはじめとする他の
隣接諸科学に共通の言語観でもある．それらはいずれも技術文明社会にお
ける科学的思考を共通の分母としてもっている．ゴムリンガーが「コンク
レート・ポエジーは今日の自然科学・技術的世界観にその基礎をおく」22
と述べているのも，まさにそれを要約した表現にほかならない．
この高度に記号（あるいは信号）化され，従ってまた物質化された少数の
ことば（場合によってはその構成要素である字母）から視覚的に構成されるコ
ンクレート・ポエジーは，ゴムリンガーが簡潔に定式化したように「一つ
の実在そのものであって，なにかについての詩ではない」23 という特性を
必然的に帯びる．現代詩が一つの特色として非人間化と事物化の傾向をま
すます強めているとはよくいわれることである．それは内的感情にせよ，
形而上的な諸問題にせよ，詩人は自己をまったく語らないか，あるいはい
よいよ語りたがらなくなっているというのである．だから経験の主体であ
る詩人の ichが詩の中からまった＜消えているか，あるいはますます消滅
への一途を辿っているというのである．そうであれば現代詩のこのような
様相は，詩の中に詩を本来成り立たしめている要素以外のものをいれない
自足性あるいは自律性と密接な関わりをもつ．その限りではこのような自
足的構造をとる現代詩の一般的特質と，一つの実在そのものを目指し，な
にかについての詩たることを拒むコンクレート・ポエジーとはまったく同
質のものといわざるをえない． にも拘わらずコンクレート・ポエジーが
「文学におけるテロル」，“「自殺の危険」， 25 「沙漠の創造」； 26 「不毛」27と
まで酷評されるのは，そこに単なることばの戯れをしかみないからか，そ
れとも余りにそれが人格消去を過度に試み，意味の切り捨てを極限まで推
し進め，強度の技巧に走り過ぎているからか，あるいは言語がみずからと
おこなう仮借ない交渉に空無の深淵を覗きみる不安を憶えるからか．
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この種の批評は文学評価にある特定の基準を設けたときにのみ正当さを
うるだろう．しかし文学の評価はもともときわめて主観的な要素が強く，
従ってその意味ではきわめて相対的なものである．時空を超越した絶対的
な客観的評価基準なるものはそもそも考えられないのである．とすればコ
ンクレート・ポエジーの評価に際しても，われわれは先ず従来の視点から
離れてみる必要がある．それには先ず与えられたテキストを一つの美的実
在として捉え，次にこの実在を存立させている索材としての語と語の隣接
関係に注目するところから出発しなければならない．そのときはじめてこ
のポエジーの志向するところが明らかになり，そのときはじめてこのボエ
ジーの「トポロジカルな構造」，あるいは「Kontextから Konnexへ」
の移行で分析できる抽象化の傾向が際立った特徴として浮かび上ってくる
のである• 28 
ところでこのような特徴は他の隣接芸術にもその平行現象をみることが
できる．ここで再び最初の出発点に戻るならば，コンクレート・ポエジ一
の概念はもとコンクレート・アートからの転用であったことである．コン
クレート・アートの konkretの概念は，ゲルト・ガイザーによれば「事
物の暗示をすべて欠くのみならず，物理的事実や心理状態へのどのような
関連もラディカルに遮断しようとする可視的なるもの」29 を指し，またマ
ックス・ベンゼもビルのことばを援用しつつ「すでに（「自然現象」として）
現存するカテゴリーの綜合に関わるのではなく，（「精神的構想」として）意
識的に制作されたさまざまの機能ー一相互に関連し合う色，フォルム，空
間，光，運動ー~ と定義づけている．
それはーと言で要約すれば「絵画の固有の法則性を形成する類のもの」31
ともいいうるものである．そうであればコンクレート・アートは現代芸術
の歴史の中で抽象絵画の系譜に属し，カンディンスキー，モンドリアン，
デ・スティール派の様式と類縁関係に立つ絵画様式ということになる．そ
してカンディンスキーやフランスの構成主義者たちの絵が，ハイセンビュ
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ッテルのいうように，「絵画の諸要素を点，線，面に還元」32し，それらに
のみ絵画の真に可視的な要素を見出していたとすれば，コンクレート・ア
ートも同じ意味で抽象化された絵画的諸素の中に真にコンクレートなもの
を求めていたことになる．
このような原理に基づいて構成されるコンクレート・アートからコンク
レート・ボエジーの概念が転用されたことは，コンクレート・ポエジーも
その言語処理の過程で抽象化への衝動を大きなモメントとしてもっていた
ことを推測させる．事実極端とも思える ichの切り捨て，ことばの構成要
素への分解， Kontextから Konnexへの移行，語の隣接関係を重視する
トポロジカルな構造等々には，絵画における具象から抽象への推移がその
まま形を変えてコンクレート・ポエジーに引き移されているとしか思えな
い．確かにこのポエジーは在来の規範的カテゴリーの否定の上に成り立っ
てはいるが，独自の法則性と美的実在を目指す点で，きわめて積極的な創
造意志と構成意志に基づく文学である．このポエジーの否定的な面のみに
目を向けてボジティヴな面を読みとろうとしなければ，このポエジーの本
来の志向やその史的意義はついに理解されぬままに終るだろう．
ー 1970年11月15日ー一
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-Guillaume Apollinaire— 
注1 こういう身近な文学運動でも成立年代の事実関係に食い違いがある．たとえばハ
イセンピュッテルやヘルムート・マーダーは1953年説をとつている.1955年説は
本人のゴムリンガー自身の記述であるから筆者はこれをとった．
Gomringer, Eugen : Worte sind Schatt卵. Die Konstellation卵 1951-
1968. Rowohlt 1969. S. 298参照．
2 Die Stuttgarter Zeitung紙1967年1月2713.
3 Artes Hispanicas, Hi砂anicArts. Vol. 1, Nr. ¾,. Macmillan, Richmond 
1968. s. 78-80. ガルニエ (PierreGarnier)は空間主義のもとに以下の6つの
パクーンを類別する．
1. コンクレート・ボエジ一
2. 音声詩
3. 物体（オブジェ）詩
4. 視覚詩
5. 音詩
6. サイバネティクス，連続，順列等に基づく詩
因みにガルニエのコンクレート・ボエジーとは「言語という素材を扱い，それを
用いてさまざまな構造を創造し，主として美的情報を伝達する詩」である．
4 Manuskripte. Zeitschrift fur Literatur, Kunst, Kritik. Jg. 5, H. 1. Marz 
1965. Forum Stadtpark: Graz 1965. S. 2-4. 
因みに前項のガルニエの分類に対しシュトウットガルト派は実験詩を以下の6つ
の型に分ける。
. 1. 字母＝活字の配列＝字母図形
2. 記号＝図式的配列＝文字図形
3. 連続・順列に基づく制作＝韻律的・聴覚的ポエジ一
4. 音響＝音響的配列＝音声詩
5. ストハスティク， トボロジカルなボエジ一
6. サイバネティクス，素材に基づくポエジ一
なおシュトウットガルト派については拙稿「ドイツにおけるコンクリート・ボエ
トリィ」 (ASA3号， 1968芸術研究協会刊 38ー 48ページ）参照．
5 Artes Hspanicas, S. 72. これはプラジルの「ノイガンドレス」派の PilotPlan 
からの引用である．
6 Gomringer, ibid. S. 291f. 
7 Mallarme, Stephanne: Poeme. Un coup de des jamais n'abolira le hasard. 
Gallimard 1969. 
8 ポール・ヴァレリー「「骰子一榔」一「マルジュ」誌主筆への手紙」（伊吹武彦
訳）ヴァレリー全集7「マラルメ論叢」筑摩書房 1967年. 9ー 12ペー ジ．
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9 同13ペー ジ．
10 同13ペー ジ．
11 Gomringer, ibid. S. 297. 
12 Gomringer, idid. S. 280. 
13 Heselhaus, Clemens : Deutsche Lyrik der Moderne von Nietzsche bis Yvan 
Goll. Bagel, 1961. S. 310. 
14 意味素 (Semantern)はベンゼによればモール (A.A.Mole)の新造語といわれ
る．
Bense, Max : Einftlhrung in die informationstheoretischeふthetik.Grund-
legung und Anwendung in der Texttheorie. Rowohlt 1969. S. 101. 
15 Gomringer, ibid. S. 279. 
16 Gomringer, ibid. S. 280. 
17 プラジルのノイガンドレス派は「もの＝ことば」 (things-words)の概念を使用
している.Artes Hispanicas 72ページ参照
18 ヴァレリー前掲書 12ペー ジ．
19 Gomringer, ibid. S. 283. 
20 美的状態，記号過程，美的情報はいずれもベンゼの情報美学の中心概念に属する．
Bense前掲書参照．
21 Gomringer, ibid. S. 286. 
22 Gomringer, ibid. S. 286. 
23 Gomringer, ibid. S. 281. 
Z4 Krolow, Karl: Die Rolle des Autors im experimentellen Gedicht. Akademie 
der Wissenshaften und der Literatur in Mainz, 1962. Nr. 1. S. 17. 
25 Krolow, ibid. S. 15. 
26 Krolow, Karl: Aspekte zeit~ 四 ssischerdeutscher Lyrik. List 1963. S. 149. 
27 Friedrich, Hugo : Die Struktur der modernen Lyrik. Von der Mitte des 
neunzehnten bis zur Mitte des zwanzigsten J ahrhunderts. Erw. Ausg. 
Rowohlt 1967, S. 13. 
28 「トボロジカルな構造」も「Kontexから Konnexへ」も共にベンゼからの借
用である． トボロジカルな構造とは単語間の隣接関係で起りうるあらゆる可能な
構造のこと．従ってペンゼは文法的な Kontextから切り離されて構造的な連鎖
(Konnex)に移行した単語間の関係もトボロジカルな構造の中に含めて考えて
いる．しかし筆者は Sehtextにおいてはその妥当性を認めても， Hortextにお
いて両者を同じカテゴリーにいれるのは無理と考え，あえて別個に扱った．
トボロジカルな構造については ManuskripteS. 4, Konnexについては Bense
前掲書 131ページ参照．
29 Gaiser, Gerd : Moderne Malerei. Von Cezanne bis zur Gegenwart. Knorr 
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& Hirth 1963. S.91f. 
30 Bense, Max: Aesthetica. Einführung in die neue Aesthetik. Agis 1965, 
s. 146f. 
31 Heißenbüttel, Helmut: Über Literatur. Walter 1966, S, 71. 
32 Heßenbüttel, ibid. S. 71. 
Experimentelle Dichtung heute 
--Eugen Gomringer und konkrete Poesie--
Hiro Kamimura 
Die sogenannte konkrete Poesie ist nicht populär und zwar oft 
ins Kreuzfeuer der literarischen Kritiker genommen. An dieser 
Poesie erkennt man z. B. ,,die Suizid-Gefahr mittels endgültiger 
Sinn-Aufhebung", den „rigorosen Umgang der Sprache mit sich 
selber", die zu weit vorgetriebene „Materialisation" (Krolow) oder 
„ihre Sterilität" (Friedrich) usw. Solche unerbittlich negative 
Wertung über die konkrete Dichtung wäre fast unausweichlich, 
wenn man sie an den konventionellen Kriterien messen wollte. 
Im Gegenteil müßte man sie zuerst als eine neue literarische 
Gattung anerkennen, da diese Autoren selber ihre konkreten 
Gebilde schon „Texte" nennen. Konkrete Texte kümmern sich 
primär um das Wortmaterial, seine Struktur und die Vorgänge 
der Sprache. Der Begriff einer konkreten Poesie ist 1955 von 
Eugen Gomringer von der konkreten Malerei auf die Dichtung 
übertragen worden. Der Ausdruck „konkret" meint in diesem 
Fall „keine Synthesis bereits (als ,Naturerscheinung') vorhandener 
Kategorien, sondern die Synthesis (als ,geistige Konzeption') be-
wußt verfertigten Schemas für Funktionen" (Bense). Deshalb 
muß man in erster Linie parallele Erscheinungen, strukturelle 
Verwandtschaften zwischen der konkreten Poesie und Malerei be-
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achten. Nicht übersehen werden darf in zweiter Linie auch die 
Tatsache, daß die beiden ihre ästhetische und intelligible Welt auf 
dem Wege der „Enthumanisierung der Kunst" (Ortega) erweitert 
haben. 
In den letzten Jahren sind die Methoden der konkreten Poesie 
viel differenzierter geworden. Ihre verschiedenen Merkmale hat 
der Titel solcher Texte schon bezeichnet: Artikulationen, Destil-
lationen, Konstellationen, Kombinationen, Diagonalen, Demonstra-
tionen, Konkretionen, Kardiogramme, Konturen, Strukturen, Tan-
genten usw. In diesem Aufsatz sei aber nur der Schweizer 
Gomringer in Betracht gezogen, weil seine konstellationen doch 
-den ersten entscheidenden Stoß in diesem Bereich geführt haben. 
Literatur 
·1. Texte 
Apollinaire, Guillaume : Calligrammes. Poemes de la paix et de la 
guerre (1913-1916). Gallimard 1968. 
Burkhard, Klaus/Reinhard Döhl : Portrait & Einwände. Stuttgart 
0. J. 
Döhl, Reinhard: Fingerübungen. 50 Texte. Limes 1962. 
es anna. Fietkau 1966. (Schritte 12) 
a sieben epigramme ad usum delphini. Hansjörg 
Mayer 1967. 
man texte. Hansjörg Mayer 1968. 
statt dessen. gedichte. Hansjörg Mayer 1968. 
Filliou, Robert: 14 Chansons et 1 Charade. Hansjörg Mayer 1968. 
·Gomringer, Eugen/Reinhard Döhl : Poesia experimental estudios 
y teoria. Madrid 1968. 
·Gomringer, Eugen: Worte sind Schatten. Die Konstellationen 1951 . 
bis 1968. Rowohlt 1969. 
Harig, Ludwig: Ein Blumenstück. Texte und Hörspielen. Limes 
1969. 
Heißenbüttel, · Helmut : Textbuch 1. Walter 1960. 
-260-
Textbuch 2. Walter 1961. 
Textbuch 3. Walter 1962. 
Textbuch 4. Walter 1964. 
Textbuch 5. Walter 1965. 
Textbuch 6. Luchterhand 1967. 
Jandl, Ernst: Laut und Luise. Walter 1966. 
: Sprechblasen. Gedichte. Luchterhand 1968. 
Mallarme, Stephane: Poeme. Un coup de des jamais n'abolira le 
hasard. Gallimard 1969. 
Mayer, Hansjörg: Typoems. Ausstellung. Hansjörg Mayer 1965. 
Mayröcker, Friederike: Tod durch Musen. Rowohlt 1966. 
: Minimonsters Traumlexikon. Rowohlt 
1968. 
Mon, Franz: herzzero. Luchterhand 1968. 
Rühm, Gerhard : Fenster. Texte. Rowohlt 1968. 
2. Sammlungen 
An. Anthology of Concrete Poetry. Ed. by E. Williams. Something 
Else Press 1967. 
Anthology of Concretism. Ed. by E. Wildman, 2. rev. and enl. 
Edition. The Swallow Press 1969. 
Artes Hispanicas, Hispanic Arts. Ed. by W. Barnstone. Vol. 1, Nr. 
%,, Macmillan 1968. Exposicion. Texto letras imagenes. In-
stitutos alemanes en espana 1967/68. 
futura 1 (1965) ff. Hansjörg Mayer. 
Ein Gedicht und sein Autor. Lyrik und Essay. Hrsg. v. W. Höllerer. 
Literarisches Colloquium 1967. 
haags gemeentemuseum. 5 Okt. tm 24 Nov. 1968. Hansjörg Mayer 
1968. 
Herr Je das Nichts ist bodenlos. Unsinn in Poesie und Prosa. Hrsg. 
v. W. Höck. Ehrenwirth 1968. 
Lyrik aus dieser Zeit 1963/64 (2. Folge), 1965/66 (3. Folge), 1967 /68 
(4. Folge). Bechtle. 
Manuskripte. Zeitschrift für Literatur, Kunst, Kritik. 5. Jg., 1. Heft, 
März 1965. Forum Stadtpark 1965. 
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Die Meisengeige. Zeitgenössische Nonsensverse. Gesam. u. hrsg. v. 
G. B. Fuchs. Fischer 1968. 
Prosa zum Beispiel. Texte 1957-1963. Hrsg. v. R. Döhl. Limes 1965. 
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